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研究要旨 

 フグ等の安全性確保のため、Ⅰ. フグの毒性に関する調査研究とⅡ.フグの分類に関する研究を
行った。 

Ⅰ．フグの毒性調査 

 筋肉が高毒化しているフグ（コモンフグ、ヒガンフグ）が漁獲されることがある東北地区と、

亜熱帯海域フグが生息する沖縄地区のフグの毒性を重点的に調査した。さらに、これまで実態が

よくわかっていなかった天然交雑種フグの毒性実態調査を実施した。 

 2009 年と 2014 年に三陸海域で漁獲されたコモンフグ、および 2014 年に三陸海域で漁獲された

ヒガンフグの部位別毒性を調べたところ、1984 年の調査と同様に、これら 2 種の筋肉や皮が高頻

度で高い毒性を示すことを確認し、高毒化が続いていることが明らかになった 

亜熱帯産モヨウフグ属 7 種およびオキナワフグの合計 8 種 141 個体の筋肉の毒性を調べた。調

査したフグはいずれも通知のリストには掲載されていないが、コクテンフグとオキナワフグで「強

毒」個体が認められ、オキナワフグはすべての個体からテトロドトキシン（TTX）が検出された。

モヨウフグ、ケショウフグ、ホシフグおよびアラレフグの 4 種は調べた個体はすべて「無毒」で

あった。 

外部形態がトラフグと類似するものの交雑種と判断されたフグ 119 個体の毒性を調べた。10 個

体から毒性が検出されたが、毒性はトラフグと同程度またはそれ以下のものがほとんどであった。

しかし、一部でトラフグでは食用可能とされている精巣（32.6 MU/g）と皮から毒性が検出された

（最高毒性値 220 MU/g）。交雑種フグの毒性および食用適否の判定を下すには、今後両親種を判別

した上で、この毒性評価結果と合わせて考察する必要がある。 

昭和 35 年（1960 年）～平成 22 年（2010 年）に発生したフグによる食中毒事件 2,401 件のうち、

地方衛生研究所 21 機関から、原因食品の残品または未調理品 124 事例（個体）、223 検体の検査情

報を入手することができた。今後、これらのデータを精査し、リスク管理およびリスク評価に資

する科学的根拠データの作成を検討し、食中毒発生時に取得すべきデータについて、リスク管理

およびリスク評価の視点から整理して行く必要がある。 

Ⅱ．フグの分類に関する研究 

日本の沿岸と排他的経済水域に 7属 54 種のフグ類が分布することが明らかになった。各属は体

表面の側線の数や走り方、鼻器官の形態、体表面の小棘の分布、鰭条数および色彩によって識別

できる。サバフグ属の分類学的研究を行った結果、クロサバフグの学名を変更すべきことが明ら

かとなった。ニュージーランドとオーストラリア東岸から知られていた Lagocephalus cheesemanii

はクロサバフグと同一であるため、今後、クロサバフグにはこの学名を適用すべきである。奄美

大島から得られた標本に基づいてシッポウフグ属の新種アマミホシゾラフグ Torquigener 

albomaculosus Matsuura, 2014 を発表した。 

交雑種フグの父系種を同定するため、核 DNA マイクロサテライトマーカー（AGAT repeat）解析

を行ったところ、反復回数がトラフグおよびマフグでそれぞれ 30-40 回および 35 回であり、種間

差が明瞭ではなかった。一方、GAAAG repeat 解析ではトラフグおよびマフグで顕著な差が確認で

きたことから、父系種同定に使用可能であると判断された。 
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A. 研究目的 
 フグ食中毒の発生件数と患者数は食中毒全体の

2％以下だが、死者数は全体の 1/3 を占め、致死率

が高い極めて危険な食中毒である。フグ食中毒防

止のため、わが国では厚生労働省通知で食用可能

なフグの種類、部位、漁獲地域を定め、都道府県

条例等でフグ取扱いの場所と人を制限してフグの

安全性確保を担保している。通知に基づく食用可

能なフグの種類と部位は、1945 年に谷が報告した

西日本および東シナ海で漁獲したフグ類の毒性調

査がもとになっているが、その後、谷の「日本産

フグの毒力表」を上回る毒力を示す例が散見され、

フグ毒以外にも麻痺性貝毒やパリトキシン様毒に

よるフグ食中毒が発生している。また、平成 19～

20 年にはキンシバイによるフグ毒中毒が続発した。

このようにフグ食中毒およびフグ毒中毒は複雑化

しており、フグ等の安全性確保における新たな問

題点となっている。 

フグの毒性は種によって著しく異なるため、フ

グの種判別は食中毒防止の重要管理項目である。

しかしながら、フグは形態が酷似しており種を正

確に判別することは難しい。これがフグ食中毒の

一因となっている。その上、近年温暖化のためか

南方産フグの出現や自然交雑フグが各地で確認さ

れるようになり、正確なフグの判別が必要になっ

ている。特に、トラフグとマフグの交雑と推定さ

れるフグは古くから知られ、混獲量も少なくない。

交雑フグについては、前記の通知の中で「両親種

ともに食べてもよい部位のみを可食部位とする」

と定めているが、実際の毒性に関する報告例は少

なく、この規定が妥当かどうか明らかでない。こ

のような状況の下、本研究では、フグ食の安全性

確保を目的として、Ⅰ.フグの毒性に関する調査研

究とⅡ.フグの分類に関する研究を行った。 
 

B. 研究方法 

Ⅰ．フグの毒性に関する調査研究 

１）東北地区のフグの毒性調査 

 岩手県釜石魚市場で2009年7月に水揚げされた

コモンフグ 50 個体および同市場で 2013 年 6 月に

水揚げされたシロサバフグ 46 個体、2014 年 9 月

に入手した秋田県産ショウサイフグ 24 個体、2014

年 10 月に岩手県大船渡魚市場と釜石魚市場で入

手した三陸産ショウサイフグそれぞれ 13 個体、

2014 年 10 月～12 月に大船渡魚市場と釜石魚市場

で入手した三陸産コモンフグ計 40 個体、2014 年

10 月～12 月に大船渡魚市場と釜石魚市場で入手

した三陸産ヒガンフグ計12個体の合計4種198個

体を試料とした。 

試料から各組織を取り出し、0.1%酢酸を加えて

ホモジナイズした後、沸騰浴中で加熱して毒を抽

出した。フグ毒の分析はHPLC-蛍光検出法で行い、

抽出液中の麻痺性貝毒(PSPs)含量を ELISA (SKit, 

新日本検定協会製)で分析した。 

２）沖縄地区のフグの毒性調査 

沖縄県衛生環境研究所にて採集・保管されてい

た、モヨウフグ属のサザナミフグ 42 個体、モヨウ

フグ 27 個体、スジモヨウフグ 9個体、ケショウフ

グ 12 個体、コクテンフグ 24 個体、ホシフグ 4 個

体、アラレフグ 3 個体および、オキナワフグ属の

オキナワフグ20個体の合計8種141個体を試料と

した。 

各試料から筋肉を取り、0.1％酢酸を加えてホモ

ジナイズし、沸騰水浴中で加熱抽出した。フグ毒

の分析は LC-MS/MS 法で行った。 

３）交雑種フグの毒性調査 

試料には、2013 年 4 月に瀬戸内海で採取した天

然交雑種フグ27個体と2012年10月～12月に山口

県沿岸で漁獲された 92 個体を用いた。 

試料魚から各組織を取り出し、0.1％酢酸で加熱

して抽出液を調製した。フグ毒の定量は LC-MS 分

析またはマウス試験法で行った。マウス試験は、

東京海洋大学動物実験委員会の承認を受け、東京

海洋大学動物実験等取扱規則などを順守して実施

した。 
４）フグ食中毒事例の調査 

厚生労働科学研究費補助金 食品の安全確保推

進研究事業「食品中の自然毒のリスク管理に関す

る研究」の成果として得られた、昭和 35 年（1960

年）～平成 22 年（2010 年）に発生した食中毒事

件例のリストを基に、全国の地方衛生研究所へ調

査票を送付し、検査の実施状況を調査した。 



 
 

なお、本調査は、地方衛生研究所全国協議会理

化学部会（委員長：平田輝昭 福岡県保健環境研究

所長）の協力により実施した。 

 

Ⅱ．フグの分類に関する研究 

１）形態に基づく分類 

国内外の自然史系博物館や大学に保管されてい

る日本産フグ類標本を調査すると同時に新たな標

本を得るために鹿児島県奄美大島や高知県におい

てフィールド調査も行った。国内外のフグ類の標

本約 300 個体を調査した。 

新鮮な標本が得られた場合には、カラー写真を

撮影して、分類学的な研究に使用した。形態形質

を調査するため、入手した標本は 10%ホルマリン

で固定した後、70%アルコールに保存して、形態学

的調査を行った。 

鰭条数の計数や体表面の小棘の観察は双眼実態

顕微鏡を用いて行った。内部骨格の観察が必要な

場合には、軟 X 線撮影装置を用いて骨格系を撮影

した。 

２）遺伝子による種判別 

試料には人工交配フグ種（トラフグ（♀）×マ

フグ（♂）3個体およびトラフグ（♂）×マフグ（♀）

3個体）ならびに、研究室保管のトラフグ、マフグ、

カラスを用い、これらの筋肉から D 全ゲノム DNA

を抽出・精製した。次に、全ゲノム DNA を用いて

ミトコンドリア DNA 中の 16S rRNA およびシトクロ

ーム b領域の各々約 620bp、390bp を含む部分領域

を PCR 増幅した。PCR 終了後、PCR 断片を template

として、得られた PCR 産物の塩基配列を決定し、

公的データベースおよび研究室で新たに構築した

フグ種専用データベースから母系種の同定を行っ

た。 

 一方、父系種同定に関しては、父系種同定に使

用可能なマイクロサテライトマーカーの選別を目

的に、まずトラフグにおいて NCBI データベースに

登録されている 244 個のマイクロサテライト遺伝

子座のうち、トラフグ内で比較的多様性が低いと

想定される遺伝子座を２種選択した。それらのマ

イクロサテライト領域を含むプライマーを設計し、

トラフグ属 3 種および人工交配フグ個体の DNA を

鋳型として PCR を行った。PCR 産物を 4%アガロー

スゲル電気泳動により検出することで、多型の存

否を確認した。最終的に、塩基配列を決定し、マ

イクロサテライトの反復回数を測定した。 

 

C. 研究結果 
Ⅰ．フグの毒性に関する調査研究 

１）東北地区のフグの毒性 

2009 年に採取した三陸産コモンフグの毒の主成

分は TTXs であるが、5 MU/g を超える比較的高濃度

の PSPs が高頻度で検出された。2014 年に採取した

三陸産コモンフグ 40 個体の筋肉の大部分に、基準

値を超える TTXs が認められ、顕著な濃度の PSPs 

(3.6 + 7.4 MU/g、max 52.8 MU/g) も検出された。

皮、肝臓、消化管、生殖腺には、TTXs および PSPs

からなる高い毒性が検出された。 

2014 年に採取した三陸産ヒガンフグ 12 個体の

筋肉の大部分に、10 MU/g を超える TTXs が認めら

れた。皮、肝臓、消化管、生殖腺にはいずれも TTXs

を主体とする高い毒性が確認された。 

2014 年に採取した秋田県産ショウサイフグは、

皮、肝臓、消化管、生殖腺から毒性が検出された

が、筋肉に 10 MU/g を超える検体は認められなか

った。一方、釜石魚市場ならびに大船渡魚市場で

2014 年に採取したショウサイフグ計 13 個体中 5

個体の筋肉が、10 MU/g を上回る毒性を示した。皮、

肝臓、消化管および生殖腺は TTXs を主体とする高

い毒性を示し、PSPs も検出された。 

 2013 年 6 月に釜石魚市場で採取したシロサバフ

グの筋肉、皮、肝臓および生殖腺には 10 MU/g を

超える TTX 群は確認されず、消化管の 2 個体のみ

に 20 MU/g 程度の TTX 群が検出された。 

２）沖縄地区のフグの毒性 

サザナミフグ42個体中3個体の筋肉が10 MU/g

（2.2 µgTTX/g）を超え、その毒力は11～17 MU/g

の「弱毒」レベルであった。スジモヨウフグは9個

体中1個体が有毒で、毒力は37 MU/g（8.14 µgTTX/g）

であった。コクテンフグは24検体のうち、10 MU/g

（2.2 µgTTX/g）未満の「無毒」が9個体、「弱毒」

が12個体（15～89 MU/g）、「強毒」が3個体（106

～141 MU/g）であった。オキナワフグ20個体すべ

てからTTXが検出され、10 MU/g（2.2 µgTTX/g）未

満の「無毒」が4個体（1.3～8.6 MU/g）、「弱毒」

が12個体（12～85 MU/g）、「強毒」が2個体（110、

139 MU/g）であった。 

これに対し、今回調査したモヨウフグ27個体中、

ケショウフグ 12 個体、ホシフグは 4個体、アラレ

フグ 3 個体はすべて「無毒」（10 MU/g 未満）であ

った。 

３）交雑種フグの毒性 

2013 年 4 月に瀬戸内海で採取した天然交雑種フ



 
 

グ 27 個体中 26 個体については、いずれの部位か

らも TTX が検出されなかった。外観的特徴から、

これらはいずれもトラフグ×マフグまたはコモン

フグと推定された。残り 1 個体に関しては、皮、

筋肉、肝臓、消化管および生殖腺から、それぞれ

43、5、449、264 および 273 MU/g の TTX が検出さ

れた。本個体は、マフグ×トラフグ、もしくはシ

ョウサイフグ×トラフグまたはマフグと推定され、

前記の 26 個体とは異なる交雑種と推測された。 

2012 年 10 月～12 月に山口県沿岸で漁獲された

トラフグと外部形態が類似しているものの、トラ

フグにはみられない腹部の黄色い線と黄色い尻鰭

をもつフグ 92 個体の毒性を調べたところ、9 個体

から毒性が検出された。組織別の有毒個体出現率

と最高毒性値をみると、肝臓の有毒個体出現率は

7.6%（試料 92 個体中 7 個体が有毒。以下、7/92

と記す）で、最高毒性値は 689 MU/g であった。消

化管では、20 個体中 1 個体が有毒で、有毒個体出

現率は 5.0%(1/20)で、その毒性値は 1070 MU/g で、

「猛毒」レベルに達した。精巣では、1個体が 32.6 

MU/g の「弱毒」を示したが、他の 54個体では、毒

性は検出されず、有毒個体出現率は 1.8％であった。

卵巣は、有毒個体出現率が 15.2%（5/33）で、最高

毒性値は 465 MU/g であった。胆嚢では、25 個体中

5 個体が有毒であり、有毒個体出現率は 20.0%で、

最高毒性値は 552 MU/g であった。脾臓では、18

個体中 2 個体が有毒であり、有毒個体出現率は

11.1%で、最高毒性値は 595 MU/g であった。皮は、

有毒個体出現率が 5.4%（5/92）で、最高毒性値は

220 MU/g となった。毒性が検出された有毒個体の

筋肉試料から、毒性は検出されなかった（5 MU/g

未満）。 

４）フグ食中毒事例の調査 

昭和 35 年（1960 年）～平成 22 年（2010 年）に

発生したフグによる食中毒事件 2,401 件の一覧を

各自治体別にリストを作成し、検査に係る情報の

提供を依頼したところ、該当する情報が確認でき

た地方衛生研究所 21 機関から、原因食品の残品ま

たは未調理品 124 事例（個体）、223 検体の検査情

報を入手することができた。 

魚種（推定や疑いも含む）で多かったのはマフ

グ 19 個体 29 検体、コモンフグ 15 個体 33 検体、

ヒガンフグ 11 個体 24 検体、ショウサイフグ 5 個

体 12 検体、トラフグ 3個体 6検体、シロサバフグ

6 個体 7 検体、ドクサバフグ 3 個体 8 検体で、魚

種不明が 41 個体 65 検体あった。部位別では、筋

肉 79 検体、肝臓 38 検体、皮と卵巣が各 22 検体で

あった。 

原因食品に含まれていた、もしくは未調理品の

フグ試料の毒力は、不検出～「強毒」まで幅があ

った。フグ毒（マウス毒性試験）もしくは TTX（機

器分析）が検出されなかったのは 57 検体、10 MU/g

未満の「無毒」が 24 検体、「弱毒」が 71 検体、「強

毒」が 52 検体、「猛毒」が 14 検体であった。 

 

Ⅱ．フグの分類に関する研究  

１）形態に基づく分類 

 日本産フグ類の多数の標本を国内の博物館、大

学および水産研究所において形態学的に精査した

結果、日本の沿岸と排他的経済水域に 7属 54 種が

分布することが明らかになった。各属は体表面の

側線の数や走り方、鼻器官の形態、体表面の小棘

の分布、鰭条数および色彩によって識別できるが、

フグ科魚類の分類形質としては、色彩が最も有力

であり、鰭条数は限られた種の識別にのみ有効で

あることが明らかになった。 

 サバフグ属は体の側面腹方が銀白色を呈するの

でフグ科の他属から容易に識別できるが、サバフ

グ属内の種は互いに類似しているため、分類が困

難な場合も多い。多数の標本を調査した結果、体

背面の小棘の分布、尾鰭や胸鰭の形態、体側面と

背面の色彩および胸鰭と尾鰭の色彩によってサバ

フグ属の種を識別できることが明らかになった。 

その結果、日本には以下の 7 種が出現すること

が明らかとなった：クロサバフグ L. cheesemanii、

カナフグ Lagocephalus inermis、クマサカフグ L. 

lagocephalus、ドクサバフグ L. lunaris、シロサ

バフグ L. spadiceus、センニンフグ L. sceleratus、

カイユウセンニンフグ L. suezensis。 

日 本 に は シ ッ ポ ウ フ グ Torquigener 

brevipinnisとナミダフグT. hypselogeneionが分

布することが知られていたが、奄美大島における

フィールド調査により新種を発見し、Torquigener 

albomaculosus（和名：アマミホシゾラフグ）とい

う学名をつけて Ichthyological Research（2015）

に発表した。本種はシッポウフグ属の他種から色

彩によって識別される。 

２）遺伝子による種判別 

人工交配フグ種（トラフグ（♀）×マフグ（♂）

3個体およびトラフグ（♂）×マフグ（♀）3個体）

につき、ミトコンドリア DNA 中の 16S rRNA および

シトクローム b 領域の塩基配列に基づいて母系種



 
 

の同定を行った結果、すべての個体で交配通りに

母系種を同定することができた。 

 一方、父系種の同定に用いることができるマイ

クロサテライトマーカーの選抜を行った結果、

GAAAG 反復配列の解析で、トラフグおよびマフグ間

で電気泳動距離が異なる反復配列を示すことが認

められた。そこで、人工交配フグ種を対象に、GAAAG

反復回数の普遍性を確認したところ、両親種（ト

ラフグとマフグ）の分子量の各位置に複数のバン

ドが見られた。 

 

D. 考察 

Ⅰ．フグの毒性に関する調査研究 

１）東北地区のフグの毒性 

本研究では、Kodama et al.(1984)の調査から 25

年が経過した2009年に採取した三陸産のコモンフ

グが依然として高い毒性を有していることを明ら

かにした。加えて、2014 年に三陸沿岸で採取した

コモンフグとヒガンフグならびにショウサイフグ

の 3 種の毒含量を調べ、高い頻度で筋肉の毒性が

基準値を大幅に超過していることを確認した。す

なわち、2011 年の東日本大震災後も、これらフグ

類の毒性は食用不可の高いレベルにとどまってお

り、大津波による海域の攪乱が、フグ類の毒性に

は変化をもたらしていないことが明らかとなった。 

２）沖縄地区のフグの毒性 

今年度調査したモヨウフグ属およびオキナワフ

グはいずれの種も通知の「処理等によりヒトの健

康を損なう恐れがないと認められるフグの種類と

部位」の表には記載されておらず、いずれの部位

も食品衛生法上は有毒として取り扱われる。オキ

ナワフグ（70％）とコクテンフグ（63％）は有毒

個体出現率が高く、「強毒」個体も確認された。ま

た、「無毒」の個体からも TTX が検出されているた

め、注意が必要である。一方で、モヨウフグ、ケ

ショウフグ、ホシフグおよびアラレフグは、全個

体が「無毒」であった。これらに関しては、今後

の調査研究により食用魚としての位置づけの可能

性もありうる。 

３）交雑種フグの毒性 

2013 年 4 月に瀬戸内海で採取した天然交雑種フ

グでは、1 個体のみで毒が検出され、26 個体はい

ずれの部位も検出限界未満であった。有毒個体は、

外見的特徴からマフグ、トラフグ、ショウサイフ

グのうちのいずれか 2 種が両親種である可能性が

高い。いずれの部位の毒性も、これらのフグの範

疇を超えることはなかったが、「無毒」ではあるも

のの筋肉から 5 MU/g の毒が検出されている点は注

意すべきである。しかし、これらは冷凍保存した

試料であったことから、凍結・解凍による毒の移

行について検討する必要がある。 

2012 年 10 月～12 月に山口県沿岸で漁獲された
天然交雑種フグにおいて、外部形態からトラフグ
とマフグとの交雑種と推定された 9 個体中の 4 個
体と、トラフグと何かのフグとの交雑種と推定さ
れる 1 個体の皮から毒性が検出された。トラフグ
の皮は「無毒」とされているが、上記 5 個体はマ
フグのような皮に毒をもつ個体との交雑種である
可能性が考えられる。また、精巣から毒性（32.6 
MU/g）が検出されたが、トラフグとマフグはとも
に精巣は「無毒」とされている。昨年の本研究事
業において、研究分担者の荒川は、トラフグの精
巣から「弱毒」レベル（20 MU/g）の毒性を報告し
ていることから、トラフグあるいはその交雑種フ
グの精巣の毒性については今後精査する必要があ
る。 
今回の交雑種の親魚は外部形態による推定であ
り、種の判別は正確ではないため、遺伝子鑑別法
を用いて両親魚を明確にした上で、毒性試験結果
を評価する必要がある。 
４）フグ食中毒事例の調査 

データ数の多かった魚種のうち、マフグは筋肉

と精巣、コモンフグおよびヒガンフグは筋肉、ト

ラフグおよびシロサバフグは筋肉、皮、精巣が食

用可能な部位とされている。これらの魚種と部位

の中には検査結果で有毒と報告されているものも

あった。今回得られたデータをもとに、食中毒事

件発生時に収集すべきデータについて、リスク管

理およびリスク評価の視点から整理していく必要

がある。特に、海域限定で適用除外されているコ

モンフグとヒガンフグ、逆に海域限定で食用可と

されているナシフグについては、今後詳細な調査

が必要である。 

 

Ⅱ．フグの分類に関する研究 

１）形態に基づく分類 

日本産フグ類の分類学的再検討によって、日本

周辺に7属54種が分布することが明らかになった。

しかし、シッポウフグ属から新種が発見されたよ

うに、日本産フグ類の全容が明らかにされたわけ

ではない。サバフグ属の分類学的再検討を通じて、

クロサバフグが南半球にも分布することが明らか

になり、本種の学名には南半球の種に使用されて

いた Lagocephalus cheesemanii を適用すべきこと



 
 

が明らかになった。 

２）遺伝子による種判別 

人工交配フグ種（トラフグ（♀）×マフグ（♂）

およびトラフグ（♂）×マフグ（♀））のミトコン

ドリア DNA 解析法により、トラフグ（♀）×マフ

グ（♂）個体およびトラフグ（♂）×マフグ（♀）

個体の母系種はそれぞれトラフグおよびマフグと

同定されたことから、形態学的鑑別法によるしゅ

の推定は主として母系種の特徴が大きく反映され

ている可能性が示唆された。 

 一方、父系種同定に用いることができる核 DNA

マイクロサテライト領域の探索を行ったところ、

トラフグおよびマフグ間の交雑種を対象にした場

合において、GAAAG 反復配列の回数の差から父系種

同定が可能である可能性が示唆された。他のトラ

フグ属あるいはサバフグ属においても GAAAG がマ

ーカーとして有効であるかどうかを検証すること

が必要であると考えられる。 

 

Ｅ.結論 

Ⅰ．フグの毒性に関する調査研究  

 筋肉が高毒化しているフグ（コモンフグ、ヒガ

ンフグ）が漁獲されることがある東北地区と、亜

熱帯海域フグが生息する沖縄地区のフグの毒性を

重点的に調査した。さらに、これまで実態がよく

わかっていなかった天然交雑種フグの毒性を明ら

かにすることを目的として交雑種フグの毒性実態

調査を実施した。 

 2009 年と 2014 年に三陸海域で漁獲されたコモ

ンフグ、および 2014 年に三陸海域で漁獲されたヒ

ガンフグの部位別毒性を調べたところ、1984 年の

調査と同様に、これら 2 種の筋肉や皮が高頻度で

高い毒性を示すことを確認した。これに対して

2013 年 9 月に釜石魚市場に水揚げされたシロサバ

フグの筋肉や皮、2014 年に秋田県で水揚げされた

ショウサイフグの筋肉には、いずれも規制値を超

える毒性は確認されなかった。 

亜熱帯産モヨウフグ属およびオキナワフグ 8 種

141 個体の筋肉の毒性分析を実施した結果、いずれ

の種も通知のリストには掲載されていないが、モ

ヨウフグ、ケショウフグ、ホシフグおよび、アラ

レフグの 4種は全個体が「無毒」であった。「強毒」

個体が認められたのはコクテンフグとオキナワフ

グで、特にオキナワフグはすべての個体から TTX

が検出された。 

外部形態がトラフグと類似するものの、他種フ

グとの天然交雑種と判断されたフグ 119 個体の毒

性を調べた。その結果、10 個体から毒性が検出さ

れたが、毒性はトラフグと同程度またはそれ以下

のものがほとんどであった。しかし、一部で、ト

ラフグでは食用可能とされている精巣から 32.6 

MU/gの毒性が検出され、皮からも1個体で220 MU/g

と「強毒」レベルの毒性、4個体で「弱毒」レベル

の毒性が検出された。さらに、1個体の消化管から

過去に報告されている最強毒力「強毒」レベルを

上回る 1070 MU/g の「猛毒」レベルの毒性が検出

された。交雑種フグの毒性および食用適否を判定

するには、今後両親種を判別した上で、この毒性

評価結果と合わせ、交配による可食部位への影響

を考察する必要がある。 

昭和 35 年（1960 年）～平成 22 年（2010 年）に

発生したフグによる食中毒事件 2,401 件のうち、

地方衛生研究所 21 機関から、原因食品の残品また

は未調理品 124 事例（個体）、223 検体の検査情報

を入手することができた。今後、これらのデータ

を精査し、リスク管理およびリスク評価に資する

科学的根拠データの作成を検討し、食中毒発生時

に取得すべきデータについて、リスク管理および

リスク評価の視点から整理して行く必要がある。 

 

Ⅱ．フグの分類に関する研究 

日本の沿岸と排他的経済水域に7属54種のフグ

類が分布することが明らかになった各属は体表面

の側線の数や走り方、鼻器官の形態、体表面の小

棘の分布、鰭条数および色彩によって識別できる。 

サバフグ属の分類学的研究を行った結果、クロ

サバフグの学名を変更すべきことが明らかとなっ

た。ニュージーランドとオーストラリア東岸から

知られていた Lagocephalus cheesemanii はクロサ

バフグと同一であるため、今後、クロサバフグに

はこの学名を適用すべきである。 

奄美大島から得られた標本に基づいてシッポウ

フグ属の新種アマミホシゾラフグ Torquigener 

albomaculosus Matsuura, 2014 を発表した。 

 交雑フグ種の親種判別に関しては、外部形態の

みで両親種を判別することには注意が必要であり、

遺伝子による判別法を併用して慎重に判定する必

要がある。母系種においては、今回確立したミト

コンドリア DNA 法によって確実に同定できること

が確認された。一方、父系種に関しては、トラフ

グおよびマフグからなる交雑種においては GAAAG

反復配列から推定できる可能性が示唆されたが、



 
 

他のマイクロサテライト領域も含め、さらなる追

試が必要であると考えられた。 
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